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片点訳のパートナー

情報化時代に遥応した高性能、低価格な点字プリンターとして

パーソナルからグループまで幅広く ご活用いただけます。

＊バーソナルユースに大好評．~/ ●特長

オーツキプリンター BT-3000型 1.両面印刷機能をサポートしています。
2.用紙の頭出しガ（表・裏面）ワンタッチ

価格48万円

でできます。

3.連続用紙の使用で1セット1.000枚の

プリントが可能で可。

4.点字サイズは日本標準サイズです。
5.小型軽団のだめ場所を取ら可、扱いも
箇単です。

6.各種の点訳ソフトに対応しています。

＊インデックス社製 ・高性能点字プリンター ●特長

価格68万円

プレイルエペレスト 1.インターポイント又はインターライン

瓢

I四］

による両面印刷ガできます。（点字サイズ

ピッチは日本／欧米仕様に切換可能）

2.単票用紙ガ一度1こ100~150枚セットで
きます。

3.フロントパネルは日本語音声1こより確
認操作ガできます。

4. ED字速度は5段階で殴大田秒100文字
の印字ガできます。

5. 40万字の大容団バッフアを装備してい
ます。

6.霰大999部の文田コピーガできます。
7.インターフエースはパラレル及びシリ
アルで自動切換えです。

※当社では、ユーザーの皆様ガ安心してお使いいだだけるよう、確実と信頼を実証しております。--Te,NモStリエ1I-株式会社総合企画研究所
〒192 東京都八王子 市 片倉町 3 5 8 番地
TEL0426(37)0592 FAX 0426(37)0593 



大川原潔筑波大名誉教授に辻村賞
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辻村賞とは、永年にわたり特殊教育に携わり 、 その研究•発展に大き

く貢献した人に対し、財団法人心身障害児教育財団から贈られる賞です。

今回の受賞者は、大川原潔先生（筑波大学名誉教授、帝京平成短期大学

教授）で、 視覚障害者教育の分野からは初めての受賞です。

先生は1951年3月に東京教育大学を卒業し、 4月、現在の筑波大学附

属盲学校の社会科教諭に就任。以後、文部省初等・中等教育局特殊教育

課教科調査官、筑波大学心身障害学系教授を務めるなど、盲学校教育の

実践にあたった後、視覚障害者教育専門家としての立場から特殊教育行

政の進展に尽力され、さらに視覚障害者教育の実践家と研究者の養成に

も力を注いでこられました。

写真は、7月10日神奈川県横須賀市の国立特殊教育総合研究所で行

なわれた授賞式で、記念講演をする大川原先生。

（写真提供：財団法人心身障害児教育財団）



和波さん、サントリー音楽賞受賞

サントリー音楽財団主催の84年度・第26回サントリー音楽賞授賞式は

6月l5日、都内千代田区の東京会館で行なわれました。今回の受賞者、
ヴァイオリニストの和波孝袴さんは、独奏者・室内楽奏者として国内外

で演奏活動を続ける傍ら、ハケ岳サマーコースの主催など、後進の指導

・育成にも力を注いでいます。受賞はこれらの真摯な音楽への取り組み

が評価されました。

当日、和波さんには賞状 ・賞杯、 賞金500万円が授与されました。
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写真左は財団の佐治敬三理事長



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

今年は、先の大戦終結から50年に当たります。各報道機関では、この大戦

に関することがよく伝えられており、全国各地では、様々な行事や催しが行

なわれています。大戦中及びその直後、視覚障害者はどのような環境でどん

な生活を強いられていたのか、これらに関する資料はいくつか存在するもの

の、本誌としても大きな節目である今年、大戦について企画しようと考えて

いましたが、 事情により実現できそうになく、大変残念です。しかし、 50年

はあくまで一つの通過地点と考え、別の機会にぜひ取り上げたいと思います。

本号から特別連載として‘‘視覚障害者と射慇”をお届け します。欧米では、

北欧3か国などを中心に視覚障害者が射撃やバイアスロンを楽しんでいます。

日本ではなじみのない競技ですが、長野冬季パラリンピックでは視覚障害者

の競技種目として実施が決まりました。これに伴い、銃刀法の改正などが行

なわれようとしています。連載では、北欧での状況を紹介しながら、日本で

の実施について考えていきたいと思います。
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